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重点地区まちなみルールチェックシート（津市）
※空欄に記入し、該当する項目を選択してください。

	１　届出者の氏名
	〔
	
	〕

	２　行為の場所
	〔津市
	美杉町奥津
	〕


	３　行為地の属する区域
	
	□Ａ農家・町家中間型建築物
□Ｂ屋敷型建築物
	


	４　今回行為に適用する基準
	
	□　基本基準
· 基本基準＋修景基準　※修景基準のチェックシートも提出してください。
	


５　重点地区基本基準〈奥津地区〉（本書の項目は、須郷の里景観保全地区まちなみルールに対応しています。）。
・建築物又は工作物の新築（新設）、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変更
注「備考」欄には、記入しないでください。
	①建築物の高さの最高限度
	備考

	ア．
	建築物の最高高さは、2階建てかつ10ｍ以下となっていますか。
	

	
	□2階建てかつ10ｍ以下としている

□伝統的工法による建築物であり、本基準には、該当しない
	


	②配置　※伊勢本街道・市道須郷山の手線に面しない場合「②配置」は、記入不要です
	備考

	ア．
	Ａ農家・町家中間型建築物の場合は、回答してください。
道路に面する建築物は、周辺の歴史的建造物の壁面から突出しないよう配慮していますか。
	

	
	□周辺の歴史的建造物と壁面の位置を揃える　□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕
□やむを得ず壁面を後退させる　⇒　⑬「外構」の基準へ
	

	イ．
	Ｂ屋敷型建築物の場合は、回答してください。
道路に面する壁面の位置は、周辺の建造物の壁面から突出しないよう配慮していますか。
	

	
	□道路に面する壁面の位置を揃える　□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
□駐車場や空地を確保するため建物を後退させる　⇒　⑬「外構」の基準へ
	

	ウ．
	土蔵の配置を継承していますか。
	

	
	□はい
□いいえ
※「いいえ」の場合は、できる限り継承するよう配慮してください。
⇒□配慮した〔配慮した内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	


	③構造
	備考

	ア．
	建築物の構造は、木造となっていますか。
	

	
	□木造としている
□やむを得ず〔構造：　　　　　　　〕となる〔理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　※構造を木造とできない場合は、和風の趣ある形態・意匠となるよう配慮してください。
　⇒□和風のアルミ建具を使用する　□腰壁を板張りにする　
□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	


	④屋根
	備考

	ア．
	屋根は、勾配屋根（4/10～6/10）とするとともに、周辺のまちなみとの調和に配慮していますか。
	

	
	□勾配屋根とする〔 勾配： 　　　　　　　　　　〕・〔 屋根の形状： 　　　　　　　　　　〕
□伝統的工法による建物であり、本基準には、該当しない
	

	イ．
	土蔵の屋根勾配は、現状の勾配を維持していますか。
	

	
	□はい
□いいえ
　※現状の勾配の維持が困難な場合は、周辺のまちなみとの調和に配慮してください。
　⇒□配慮した〔配慮した内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	


	⑤軒・庇　※伊勢本街道・市道須郷山の手線に面しない場合「⑤軒・庇」は、記入不要です
	備考

	ア．
	Ａ農家・町家中間型建築物の場合は、回答してください。
適度な出を有し、隣り合う建築物と高さを揃えた軒・庇を設けるなど、周辺のまちなみとの調和に配慮していますか。
	

	
	□適度な出を有した〔長さ：　　　　　cm〕軒・庇としている
□伝統的工法による建物であり、本基準には、該当しない
□軒・庇を設けることができない。
　※軒・庇の設置が困難な場合は、周辺のまちなみと調査した和風の趣ある形態意匠となるよう配慮してください。
　⇒□配慮した〔配慮した内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	


	⑥外壁
	備考

	ア．
	周辺の歴史的建造物と調和した色彩を使用していますか。
	

	
	□外壁色は、{□素材色／□暖色系の低彩度（茶色やベージュ色）
／□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕}とする
	

	イ．
	周辺の歴史的建造物と調和した素材を使用していますか。
	

	
	□外壁素材は、{□木目調の建材／□漆喰調の建材
／□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕}を使用する
	

	ウ．
	土蔵の外壁は、周辺の土蔵と連続感のある色彩を使用していますか。
	

	
	□外壁色は、{□木材の素材色／□漆喰の白色／□黒色
／その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕}とする
	

	エ．
	土蔵の外壁は、周辺の土蔵と連続感のある素材を使用していますか。
	

	
	□外壁の素材は、{□木目調の建材／□漆喰調の建材
／□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕}を使用する
	


	⑦開口部・建具
	備考

	ア．
	道路等から望見できる玄関や窓の建具は、周辺の歴史的まちなみとの調和に配慮してください。
	

	
	□素材色としている　□暖色系の低彩度（ブロンズ色やブラウン色）としている
□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕としている
	

	イ．
	土蔵の道路から望見できる建具は、現状の色彩を維持していますか。
	

	
	□はい
□いいえ
※やむを得ない場合は、周辺の歴史的まちなみとの調和に配慮してください。
　⇒□配慮した〔配慮した内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	


	⑧附属建築物等
	備考

	ア．
	道路から望見できる位置に、日よけテントや物置、小屋、デッキなどの附属建築物を設けますか。
	

	
	□設けない
□設ける{□日よけテント／□物置／□小屋／□デッキ／□その他〔　　　　　　　　　　　〕}
※上記のような附属建築物を設置する場合、主体となる建物と一体的に見えるように配慮してください。
⇒□建物と調和する{□色彩／□仕上げ／□面積／□配置
／□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕}とする
	


	⑨附属設備　※伊勢本街道・市道須郷山の手線に面しない場合「⑨付属設備」は、記入不要です
	備考

	ア．
	道路や公共の場所から望見できる位置に、室外機や配管類など附属設備を設けますか。
	

	
	□設けない
□設ける
※「設ける」場合は、周辺のまちなみとの調和に配慮してください。
⇒□目立たない位置に設置、配管する　
□暖色系の低彩度（茶色やベージュ色）とする
	


⑩色彩
外壁や屋根などで使用する色彩をすべて挙げ、表内の「チェック欄」を選択してください。
	〔外壁基調色〕
	
	
	〔屋根色〕
	

	色相
	明度
	彩度
	チェック欄
	
	色相
	明度
	彩度
	チェック欄

	YR、0Y～5Y
	8の場合
	2以下
	□
	
	YR、0Y～5Y
	7以下
	4以下
	□

	
	8未満の場合
	4以下
	□
	
	
	
	
	

	その他
	8以下
	1以下
	□
	
	その他
	
	2以下
	□


◆①～⑩に関して、その他配慮したことや工夫したことがあれば記入してください。
	

	⑪素材
	備考

	ア．
	周辺の景観から突出したり、歩行者等に不快感を与える反射性素材は、使用しないでください。
	

	
	□配慮した
　⇒□自然素材を使用する　□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	


	⑫看板・案内板
	備考

	ア．
	看板等を設置されますか。
	

	
	□いいえ
□はい
※「はい」の場合は、自家用以外の看板等を設けないよう配慮してください。また、自家用看板等を設置される場合は、形態意匠、色彩は、周辺の歴史的建造物との調和に配慮してください。
　⇒□配慮した〔配慮した内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	


	⑬外構　※伊勢本街道・市道須郷山の手線に面しない場合「⑬外構」は、記入不要です
	備考

	ア．
	車庫・駐車場などの空地を道路に面して設けますか。
	

	
	□設けない
□設ける
※「設ける」場合は、門・塀等を設けるなど、周辺の歴史的まちなみの連続性に配慮してください。
⇒□和風の趣のある門・塀等を設ける
　□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	

	イ．
	Ａ農家・町家中間型建築物の場合は、回答してください。
道路に面した位置に門・塀等を設けますか。
	

	
	□設けない
□設ける
※「設ける」場合は、門・塀等は、素材色或いは暖色系の低彩度（茶色やベージュ色）のものとしてください。
・門、塀等について

□周辺と調和する植栽・伐採とする
□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
　　
・門、塀等の色彩について
　　　□素材色とする　□暖色系の低彩度（茶色やベージュ色）とする
	

	ウ．
	Ｂ屋敷型建築物の場合は、回答してください。
道路に面した位置に門・塀等を設けますか。
	

	
	□設けない
□設ける
※「設ける」場合は、門・塀等は、素材色或いは暖色系の低彩度（茶色やベージュ色）のものとし、和風の趣のあるものを設け、まちなみの連続性に配慮してください。
・門、塀等について

□周辺の歴史的な塀の位置と揃える　□和風の趣のあるものを設ける
□まちなみと調和するような塀とする　
□まちなみと調和するようなフェンスとする
□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
　　
・門、塀等の色彩について
　　　□素材色とする　□暖色系の低彩度（茶色やベージュ色）とする
	


	エ
	道路から望見できる位置に工作物を設置しますか。
	

	
	□いいえ
□はい
※「はい」の場合は、素材色或いは暖色系の低彩度としてください。
⇒□素材色とする　□暖色系の低彩度とする〔マンセル値：　　　　　　　　　　　　〕
　□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	

	オ．
	擁壁を設けますか。
	

	
	□いいえ
□はい
※「はい」の場合は、石積み等による修景に配慮してください。
⇒□石積みとする　□石積み風の仕上げとする
□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	


	⑭敷地の緑化
	備考

	ア．
	行為地に新たな植栽をしますか。
	

	
	□いいえ
□はい
※「はい」の場合は、周辺の風景との調和に配慮した配置や季節の彩りを感じる樹種に工夫してください。
　⇒□配慮した〔樹種：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	


	⑮その他
	備考

	ア．
	夜間の屋外照明は、周辺のまちなみの落ち着いた雰囲気を演出するようどの点を工夫しましたか。
	

	
	□配置　□高さ　□向き　□明るさ　□光の色　□点灯時間　
□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
□屋外照明は、設けない
	

	イ．
	行為地内に景観を阻害している既存建築物等は、ありますか。
	

	
	□ない
□ある
※「ある」場合は、本行為にあわせて、できる限り周辺の景観に調和するよう修景してください。
⇒□配慮した　□配慮できない〔理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	


◆その他特筆すべき事項があれば、記入してください。
	



◆工作物のうち電気及び通信施設に該当する場合は、⑯についても回答してください。
	⑯電気及び通信施設
	備考

	ア．
	電気及び通信施設を設置しますか。
	

	
	□いいえ
□はい
　※「はい」の場合は、設置する位置や形状を工夫し、周辺景観から突出しないよう配慮して
ください。
	

	イ．
	原則として高さは、15ｍ以下とし、周辺景観からできる限り突出しないように配慮していますか。
	

	
	□15ｍ以下とする
	

	ウ．
	上部を小さくするなど、安定感のある印象をあたえる形態となっていますか
	

	
	□はい
	

	エ．
	鉄塔の構造は、鋼管タイプとなっていますか。
	

	
	□はい
□やむを得ず鋼管タイプにできない〔理由：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	

	オ．
	樹林地が背景となりますか。
	

	
	□はい
※「はい」の場合は、背景となる樹木等に溶け込むような色彩としてください。
⇒□茶系で低明度の色彩（マンセル値10YR2.0/1.0程度）とする
□灰色で低明度の色彩（マンセル値N4.5程度）とする
□それ以外の色彩〔マンセル値：　　　　　　　　　　〕とする
□いいえ
※「いいえ」の場合は、空に溶け込むような色彩としてください。
⇒□灰色で中明度のもの（マンセル値N7.0程度）とする
□それ以外の色彩〔マンセル値：　　　　　　　      〕とする
	

	カ．
	道路から望見できる敷地内に設備機器類を設置し、フェンス等で囲いますか。
	

	
	□いいえ
□はい
※「はい」の場合、フェンス等は、設備機器類を含めて茶系で低明度（マンセル値10YR2.0/1.0程度）のものとし、できる限り遮へい効果のある生け垣等を敷地周囲に配置するなど緑化してください。
・フェンス等の色彩について
□茶系で低明度の色彩（マンセル値10YR2.0/1.0程度）とする
□それ以外の色彩〔マンセル値：　　　　　　　　　　〕とする
・設備機器類の色彩について
□茶系で低明度の色彩（マンセル値10YR2.0/1.0程度）とする
□それ以外の色彩〔マンセル値：　　　　　　　　　　〕とする
・遮へいについて
□敷地周囲に生け垣等を植栽する
　□配慮できない〔理由：　　　　　　　　　          　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	


	⑰自動販売機
	備考

	ア．
	自動販売機を設置する場合、外装の色彩は、周辺のまちなみとの調和に配慮してください。
	

	
	□茶系又はベージュ系とする　□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
	


	⑱太陽光発電施設
	備考

	ア．
	太陽光発電施設を設置しますか。
	

	
	□いいえ
□はい
　※やむを得ず設置する場合は、周辺景観との調和に配慮してください。
　・形態について
　　□最上部は、周囲の景観から突出しないよう配慮している
　　

　・太陽光発電施設（フレームや架台、脚部、附属設備やフェンス等含む）の配置について
　　□敷地境界からできる限り後退している
　　□植栽などの緩衝帯を設けている
　　□その他〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
　・太陽光パネルの色彩について
　　□黒又は濃紺系の色彩とする
　　□低明度・低彩度の色彩とする
　　□それ以外の色彩〔マンセル値：　　　　　　　　　　　　　　　〕とする
	


◆その他特筆すべき事項があれば、記入してください。
	


⑲開発行為又は土地の開墾その他の土地の形質の変更（土石の採取又は鉱物の掘採を除く。）
１．形態意匠
□できる限り現況の地形をいかし、切土や盛土の小さな造成計画としている
□長大なのり面又は擁壁が生じない計画としている
□緑化ブロックや石積み、自然石を用いた擁壁により修景する
□のり面又は擁壁は、緩やかな勾配又は分割している
□のり面又は擁壁の前に植栽している
２．緑化
□のり面や敷地の外周などは、できる限り多くの部分を緑化している
□周辺の植生と調和のとれた樹種を選定している〔樹種：　　　　　　　　　　　　　　　〕
□行為地にある樹木は、できる限り保存又は移植し、修景等にいかしている
◆その他特筆すべき事項があれば、記入してください。
	


⑳土石の採取又は鉱物の掘採
１．採取の方法
□行為地は、できる限り道路などの公共の場所から見えない場所とする
□公共の場所から見えるが、行為地が目立ちにくくなるよう工夫している
□公共の場所から見えるが、地形の改変をできる限り小さくする
２．遮へい
□公共の場所から行為地が見通しにくくなるよう、圧迫感のない植栽や塀などにより遮へいする
３．緑化
□採取や掘採を終えた部分から順次、緑化に着手し、できる限り速やかな景観の復元を図る
□のり面は、緩やかな勾配とし、行為後に緑化しやすくなるような採取又は掘採計画とする
□緑化に当たっては、その地域に自生し、よくみられる樹種を選定している
◆その他特筆すべき事項があれば、記入してください。
	


㉑屋外における土石、廃棄物、再生資源その他の物件の堆積
１．集積・貯蔵の方法
□道路や公園等の公共の場所から目立ちにくい位置及び規模とする
□積み上げの高さをできる限り低くしている
□敷地内の建築物等の背面に積み上げる
□高さや向きを揃え、整然とした堆積・貯蔵とする
２．遮へい
道路や公園等の公共の場所から積み上げ場所を見えにくくするため、

□圧迫感のない植栽や塀などにより遮へいする
□歩行者等に安心感を与えるよう工夫する

□行為地への出入口は、必要最低限とする
◆その他特筆すべき事項があれば、記入してください。
	


重点地区【奥津地区】
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